
(57)【要約】

【課題】　騒音やタイヤの質量の増加を防ぐとともに、

耐カット性をさらに向上したオフロード用空気入りタイ

ヤを提供する。

【解決手段】　本発明に係るオフロード用空気入りタイ

ヤ１０は、オフロード用空気入りタイヤ１０の骨格とな

るカーカス層２２と、カーカス層２２のタイヤ半径方向

外側に配置されたトレッド部２１と、サイドウォール部

２７又はトレッドショルダー部２８の何れかにおいて、

タイヤ周方向かつカーカス層２２のタイヤ半径方向外側

に配置され、互いに交差する３つの軸方向に沿って配列

するコードを互いに織り合わせた３軸織物３０Ａにゴム

成分が含浸されることによって構成されたコード補強層

３０とをオフロード用空気入りタイヤ１０が有し、３軸

織物３０Ａを構成するコード（３０Ｘ、３０Ｙ、３０Ｚ

）は、所定の有機繊維、所定の無機繊維、又は、所定の

金属繊維のうちの少なくとも１種で形成されていること

を要旨とする。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 骨 格 と な る カ ー カ ス 層 と 、
　 前 記 カ ー カ ス 層 の タ イ ヤ 半 径 方 向 外 側 に 配 置 さ れ た ト レ ッ ド 部 と 、
　 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 又 は ト レ ッ ド シ ョ ル ダ ー 部 の 何 れ か に お い て 、 タ イ ヤ 周 方 向 か つ 前 記
カ ー カ ス 層 の タ イ ヤ 半 径 方 向 外 側 に 配 置 さ れ 、 互 い に 交 差 す る ３ つ の 軸 方 向 に 沿 っ て 配 列
す る コ ー ド を 互 い に 織 り 合 わ せ た ３ 軸 織 物 に ゴ ム 成 分 が 含 浸 さ れ る こ と に よ っ て 構 成 さ れ
た コ ー ド 補 強 層 と を 有 し 、
　 前 記 ３ 軸 織 物 を 構 成 す る 前 記 コ ー ド は 、 所 定 の 有 機 繊 維 、 所 定 の 無 機 繊 維 、 又 は 、 所 定
の 金 属 繊 維 の う ち の 少 な く と も １ 種 で 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る オ フ ロ ー ド 用 空 気
入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ３ 軸 織 物 の 第 １ の 軸 は 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ て お り 、
　 前 記 ３ 軸 織 物 の 第 ２ の 軸 及 び 第 ３ の 軸 は 、 前 記 第 １ の 軸 に 対 し て ６ ０ ° 以 下 の 角 度 で 配
置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 所 定 の 有 機 繊 維 は 、 芳 香 族 ポ リ ア ミ ド 繊 維 、 脂 肪 酸 ポ リ ア ミ ド 繊 維 、 ポ リ エ ス テ ル
繊 維 、 ポ リ パ ラ フ ェ ニ レ ン ベ ン ゼ ン オ キ サ ゾ ー ル 繊 維 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 合 成 繊 維
又 は 炭 素 繊 維 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の オ フ ロ ー ド 用 空 気 入
り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 所 定 の 無 機 繊 維 は 、 ガ ラ ス 繊 維 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記
載 の オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 所 定 の 金 属 繊 維 は 、 ス チ ー ル ワ イ ヤ ー で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項
２ に 記 載 の オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 カ ー カ ス 層 を 補 強 す る ３ 軸 織 物 を 有 す る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ に 関 す
る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 ア ウ ト ド ア 志 向 、 フ ァ ミ リ ー 志 向 、 さ ら に は 人 と 異 な る 車 に 乗 り た い 等 の ユ ー ザ
ー の 志 向 に よ り 、 リ ク レ ー シ ョ ナ ル ビ ー グ ル と 呼 ば れ る 車 （ 以 下 、 Ｒ Ｖ ） が 急 速 に 増 え て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｒ Ｖ に は 、 悪 路 や オ フ ロ ー ド を 走 行 す る こ と が 可 能 な オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ （ Ｓ
Ｕ Ｖ （ ス ポ ー ツ ユ ー テ ィ リ テ ィ ー ビ ー グ ル ） 用 空 気 入 り タ イ ヤ を 含 む ） が 装 着 さ れ る 。 悪
路 に お い て オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ の サ イ ド ウ ォ ー ル 部 か ら ト レ ッ ド シ ョ ル ダ ー 部 に
か け て タ イ ヤ が 岩 や 瓦 礫 に 接 触 し た 場 合 、 そ の オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ に カ ッ ト 傷 が
入 り カ ー カ ス 層 が 破 断 す る こ と に よ っ て 、 エ ア 漏 れ が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 そ の た め 、 従 来 、 オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 耐 カ ッ ト 性 を 向 上 さ せ る 手 段 と し て 、
車 両 を 前 方 方 向 か ら 見 た 際 に 、 タ イ ヤ と 地 面 と の 接 地 面 の 角 度 （ 車 両 外 側 の 角 度 ） を 従 来
よ り も 大 き く し て 、 タ イ ヤ が 岩 や 瓦 礫 と 接 触 す る こ と を 回 避 す る 方 法 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部
の ゴ ム を 厚 く し て カ ー カ ス 層 の 破 断 を 防 ぐ 方 法 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 所 定 箇 所 に 伸 縮 可 能
な 有 機 繊 維 製 キ ャ ン バ ス （ 以 下 、 ナ イ ロ ン 製 の 編 物 ） を 設 け て サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 強 度 を
向 上 さ せ る 方 法 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） が 知 ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － １ ９ ９ １ ４ ４ 号 公 報 （ 第 １ － ２ 頁 、 第 １ 図 ）
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 上 述 し た タ イ ヤ と 地 面 と の 接 地 面 の 角 度 を 従 来 よ り も 大 き く し て 、 タ イ
ヤ が 岩 や 瓦 礫 と 接 触 す る こ と を 回 避 す る 方 法 で は 、 タ イ ヤ の 最 大 幅 （ サ イ ド ウ ォ ー ル の 最
大 幅 ） が Ｅ Ｃ 規 格 で 制 限 さ れ て い る た め 、 タ イ ヤ と 地 面 と の 接 地 面 の 角 度 を 大 き く す る こ
と に 伴 い 、 ト レ ッ ド 幅 を 大 き く す る こ と が 必 要 と な り 、 騒 音 や タ イ ヤ の 質 量 が 増 加 す る と
い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の ゴ ム を 厚 く し て カ ー カ ス 層 の 破 断 を 防 ぐ 方 法 で は 、 サ イ ド ウ
ォ ー ル 部 の ゴ ム が 厚 く な る こ と に よ っ て 、 タ イ ヤ の 質 量 が 増 加 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 所 定 箇 所 に 伸 縮 可 能 な ナ イ ロ ン 製 の 編 物 を 設 け て サ イ ド ウ ォ
ー ル 部 の 強 度 を 向 上 さ せ る 方 法 で は 、 ナ イ ロ ン 製 の 編 物 に よ っ て 耐 カ ッ ト 性 を 向 上 さ せ て
い る が 、 耐 カ ッ ト 性 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が 求 め ら れ て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 こ の よ う な 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 騒 音 や タ イ ヤ の 質 量
の 増 加 を 防 ぐ と と も に 、 耐 カ ッ ト 性 を さ ら に 向 上 し た オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ を 提 供
す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 し た 問 題 に 基 づ い て 、 発 明 者 ら は 、 騒 音 や タ イ ヤ の 質 量 の 増 加 や 、 耐 カ ッ ト 性 に つ
い て 分 析 し た 。 こ の 結 果 、 オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ の サ イ ド ウ ォ ー ル 部 か ら ト レ ッ ド
シ ョ ル ダ ー 部 に か け て ３ 軸 織 物 に ゴ ム 成 分 が 含 浸 さ れ る こ と に よ っ て 構 成 さ れ た コ ー ド 補
強 層 を 設 け る こ と に よ っ て 、 オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 騒 音 や タ イ ヤ の 質 量 の 増 加
を 防 ぐ と と も に 、 耐 カ ッ ト 性 が 向 上 す る こ と が 判 明 し た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 次 の よ う な 特 徴 を 有 し て い る 。 ま ず 、 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 は 、 オ フ
ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 骨 格 と な る カ ー カ ス 層 （ カ ー カ ス 層 ２ ２ ） と 、 カ ー カ ス 層 の タ
イ ヤ 半 径 方 向 外 側 に 配 置 さ れ た ト レ ッ ド 部 （ ト レ ッ ド 部 ２ １ ） と 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 （ サ
イ ド ウ ォ ー ル 部 ２ ７ ） 又 は ト レ ッ ド シ ョ ル ダ ー 部 （ ト レ ッ ド シ ョ ル ダ ー 部 ２ ８ ） の 何 れ か
に お い て 、 タ イ ヤ 周 方 向 か つ カ ー カ ス 層 の タ イ ヤ 半 径 方 向 外 側 に 配 置 さ れ 、 互 い に 交 差 す
る ３ つ の 軸 方 向 に 沿 っ て 配 列 す る コ ー ド （ 例 え ば 、 コ ー ド ３ ０ Ｘ ～ コ ー ド ３ ０ Ｚ ） を 互 い
に 織 り 合 わ せ た ３ 軸 織 物 （ ３ 軸 織 物 ３ ０ Ａ ） に ゴ ム 成 分 が 含 浸 さ れ る こ と に よ っ て 構 成 さ
れ た コ ー ド 補 強 層 （ コ ー ド 補 強 層 ３ ０ ） と を オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ （ 空 気 入 り タ イ
ヤ １ ０ ） が 有 し 、 ３ 軸 織 物 を 構 成 す る コ ー ド は 、 所 定 の 有 機 繊 維 、 所 定 の 無 機 繊 維 、 又 は
、 所 定 の 金 属 繊 維 の う ち の 少 な く と も １ 種 で 形 成 さ れ て い る こ と を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 か か る 特 徴 に よ れ ば 、 所 定 の 有 機 繊 維 、 所 定 の 無 機 繊 維 、 又 は 、 所 定 の 金 属 繊 維 を 用 い
た ３ 軸 織 物 に ゴ ム 成 分 を 含 浸 さ れ る こ と に よ っ て 構 成 さ れ た コ ー ド 補 強 層 を 、 サ イ ド ウ ォ
ー ル 部 か ら ト レ ッ ド シ ョ ル ダ ー 部 に か け て タ イ ヤ 周 方 向 に 配 置 す る た め 、 騒 音 や タ イ ヤ の
質 量 の 増 加 を 防 ぐ と と も に 、 耐 カ ッ ト 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 特 徴 は 、 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 に 係 り 、 ３ 軸 織 物 の 第 １ の 軸 （ Ｘ 軸 ） が タ
イ ヤ 周 方 向 に 沿 っ て 配 置 さ れ て お り 、 ３ 軸 織 物 の 第 ２ の 軸 （ Ｙ 軸 ） 及 び 第 ３ の 軸 （ Ｚ 軸 ）
が 第 １ の 軸 に 対 し て ６ ０ ° 以 下 の 角 度 で 配 置 さ れ て い て い る こ と を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 か か る 特 徴 に よ れ ば 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 剛 性 分 布 が 配 向 す る た め 、 タ イ ヤ に 岩 や 瓦 礫 が 接
触 し た と き の 衝 撃 が 分 散 さ れ る た め 、 耐 カ ッ ト 性 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 本 発 明 の 第 ３ の 特 徴 は 、 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 又 は 第 ２ の 特 徴 に 係 り 、 所 定 の 有 機 繊 維 が
芳 香 族 ポ リ ア ミ ド 繊 維 、 脂 肪 酸 ポ リ ア ミ ド 繊 維 、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 、 ポ リ パ ラ フ ェ ニ レ ン
ベ ン ゼ ン オ キ サ ゾ ー ル 繊 維 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 合 成 繊 維 又 は 炭 素 繊 維 で あ る こ と を
要 旨 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 特 徴 は 、 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 又 は 第 ２ の 特 徴 に 係 り 、 所 定 の 無 機 繊 維 が
ガ ラ ス 繊 維 で あ る こ と を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 特 徴 は 、 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 又 は 第 ２ の 特 徴 に 係 り 、 所 定 の 金 属 繊 維 が
ス チ ー ル ワ イ ヤ ー で あ る こ と を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 か か る 特 徴 に よ れ ば 、 所 定 の 有 機 繊 維 （ 有 機 繊 維 が 芳 香 族 ポ リ ア ミ ド 繊 維 、 脂 肪 酸 ポ リ
ア ミ ド 繊 維 、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 、 ポ リ パ ラ フ ェ ニ レ ン ベ ン ゼ ン オ キ サ ゾ ー ル 繊 維 、 ポ リ ビ
ニ ル ア ル コ ー ル 系 合 成 繊 維 又 は 炭 素 繊 維 ） 、 所 定 の 無 機 繊 維 （ ガ ラ ス 繊 維 ） 、 又 は 、 所 定
の 金 属 繊 維 （ ス チ ー ル ワ イ ヤ ー ） が ３ 軸 織 物 に 用 い ら れ る こ と に よ っ て 、 よ り 効 果 的 に 耐
カ ッ ト 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 騒 音 や タ イ ヤ の 質 量 の 増 加 を 防 ぐ と と も に 、 耐 カ ッ ト 性 を さ ら に 向 上
し た オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
（ オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 構 成 ）
　 次 に 、 本 発 明 に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 一 例 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら
説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 図 面 の 記 載 に お い て 、 同 一 ま た は 類 似 の 部 分 に は 、 同 一 又 は 類 似
の 符 号 を 付 し て い る 。 た だ し 、 図 面 は 模 式 的 な の も の で あ り 、 各 寸 法 の 比 率 な ど は 現 実 の
も の と は 異 な る こ と を 留 意 す べ き で あ る 。 従 っ て 、 具 体 的 な 寸 法 な ど は 以 下 の 説 明 を 参 酌
し て 判 断 す べ き も の で あ る 。 ま た 、 図 面 相 互 間 に お い て も 互 い の 寸 法 の 関 係 や 比 率 が 異 な
る 部 分 が 含 ま れ て い る こ と は 勿 論 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ の 一 部 分 解 斜 視 図 で あ る 。
図 １ に 示 す よ う に 、 オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ は 、 ホ イ ー ル の リ ム 部 （ 不 図 示 ） に
接 触 す る ビ ー ド コ ア ２ ３ ａ 及 び ビ ー ド フ ィ ラ ２ ３ ｂ を 含 む １ 対 の ビ ー ド 部 ２ ３ を 有 し て い
る 。 具 体 的 に は 、 ビ ー ド 部 ２ ３ を 構 成 す る ビ ー ド コ ア ２ ３ ａ に は 、 ア ラ ミ ド 繊 維 コ ー ド （
ケ ブ ラ ー な ど ） や ス チ ー ル コ ー ド な ど が 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ は 、 オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ の 骨 格 と な る カ
ー カ ス 層 ２ ２ を 有 し て い る 。 ま た 、 カ ー カ ス 層 ２ ２ の タ イ ヤ 半 径 方 向 外 側 に は 、 第 １ ベ ル
ト 層 ２ ４ ａ （ 内 側 ベ ル ト 層 ） 及 び 第 ２ ベ ル ト 層 ２ ４ ｂ （ 外 側 ベ ル ト 層 ） が 重 ね て 配 置 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 第 １ ベ ル ト 層 ２ ４ ａ 及 び 第 ２ ベ ル ト 層 ２ ４ ｂ の タ イ ヤ 半 径 方 向 外 側 に は 、 路 面 と
接 地 す る ト レ ッ ド 部 ２ １ が 配 置 さ れ て い る 。 さ ら に 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 ２ ７ 又 か ら ト レ ッ
ド シ ョ ル ダ ー 部 ２ ８ に は 、 互 い に 交 差 す る ３ つ の 軸 方 向 に 沿 っ て 配 列 す る コ ー ド を 互 い に
織 り 合 わ せ た ３ 軸 織 物 ３ ０ Ａ （ 図 １ に お い て 不 図 示 ） に ゴ ム 成 分 を 含 浸 さ れ る こ と に よ っ
て 構 成 さ れ た コ ー ド 補 強 層 ３ ０ が タ イ ヤ 周 方 向 か つ カ ー カ ス 層 ２ ２ の タ イ ヤ 半 径 方 向 外 側
に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 図 ２ を 参 照 し て 、 上 述 し た コ ー ド 補 強 層 ３ ０ が 配 置 さ れ て い る 位 置 に つ い て 簡 単
に 説 明 す る 。 図 ２ は 、 オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ の タ イ ヤ 幅 方 向 、 ト レ ッ ド 幅 方 向
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の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 コ ー ド 補 強 層 ３ ０ は 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 ２ ７ か ら ト レ ッ ド シ ョ ル ダ
ー 部 ２ ８ に か け て 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、 コ ー ド 補 強 層 ３ ０ は 、 カ ー カ ス 層 ２ ２ の タ イ ヤ
半 径 方 向 外 側 に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 コ ー ド 補 強 層 ３ ０ は 、 成 形 工 程 に お い て 、 カ ー カ
ス 層 ２ ２ と サ イ ド ト レ ッ ド ２ ５ の 間 に 設 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 図 ３ を 参 照 し て 、 上 述 し た コ ー ド 補 強 層 ３ ０ を 構 成 す る ３ 軸 織 物 ３ ０ Ａ に つ い て
簡 単 に 説 明 す る 。 図 ３ は 、 オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ に お け る コ ー ド 補 強 層 ３ ０ の
拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 コ ー ド 補 強 層 ３ ０ を 構 成 す る ３ 軸 織 物 ３ ０ Ａ は 、 同 一 平 面 内 で 、 Ｘ
軸 （ 第 １ の 軸 ） に 沿 っ て 配 列 さ れ た コ ー ド ３ ０ Ｘ と 、 Ｙ 軸 （ 第 ２ の 軸 ） に 沿 っ て 配 列 さ れ
た コ ー ド ３ ０ Ｙ と 、 Ｚ 軸 （ 第 ３ の 軸 ） に 沿 っ て 配 列 さ れ た コ ー ド ３ ０ Ｚ と を 互 い に 織 り 合
わ せ た も の で あ る 。 各 コ ー ド （ ３ ０ Ｘ 、 ３ ０ Ｙ 及 び ３ ０ Ｚ ） は 、 そ の 交 差 部 に お い て 、 上
下 に か つ 互 い 違 い に 順 次 交 差 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 Ｙ 軸 及 び Ｚ 軸 は 、 Ｘ 軸 に 対 し て ６ ０ ° 以 下 の 角 度 を な す よ う に 構 成 さ れ て い る
こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 コ ー ド 補 強 層 ３ ０ は 、 Ｘ 軸 が タ イ ヤ 周 方 向 に 沿 う よ う に 配 置 さ れ
る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 各 コ ー ド （ ３ ０ Ｘ 、 ３ ０ Ｙ 及 び ３ ０ Ｚ ） の 材 料 と し て は 、 所 定 の 有 機 繊 維 、 所 定
の 無 機 繊 維 、 又 は 、 所 定 の 金 属 繊 維 が 用 い ら れ 、 ま た 、 こ れ ら を 織 り 合 わ せ た も の を 用 い
て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 所 定 の 有 機 繊 維 は 、 芳 香 族 ポ リ ア ミ ド 繊 維 、 脂 肪 酸 ポ リ ア ミ ド 繊 維 、 ポ リ エ ス テ
ル 繊 維 、 ポ リ パ ラ フ ェ ニ レ ン ベ ン ゼ ン オ キ サ ゾ ー ル 繊 維 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 合 成 繊
維 又 は 炭 素 繊 維 で あ る こ と が 好 ま し く 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 例 え ば 、 有 機 繊
維 の 強 度 と し て １ ２ ０ Ｎ ／ 本 以 上 の 有 機 繊 維 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 所 定 の 無 機 繊 維 は 、 ガ ラ ス 繊 維 で あ る こ と が 好 ま し く 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で
は な い 。 例 え ば 、 無 機 繊 維 の 強 度 と し て ３ ０ ０ Ｎ ／ 本 以 上 の 無 機 繊 維 で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 所 定 の 金 属 繊 維 は 、 ス チ ー ル ワ イ ヤ ー で あ る こ と が 好 ま し く 、 こ れ に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。 例 え ば 、 金 属 繊 維 の 強 度 と し て ５ ０ ０ Ｎ ／ 本 以 上 の 金 属 繊 維 で あ れ ば よ
い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た ３ 軸 織 物 ３ ０ Ａ は 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 剛 性 分 布 が 配 向 す る た め 、 タ
イ ヤ に 岩 や 瓦 礫 が 接 触 し た と き の 衝 撃 が 分 散 さ れ る た め 、 耐 カ ッ ト 性 を さ ら に 向 上 さ せ る
こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 効 果 を さ ら に 明 確 に す る た め に 、 以 下 の 比 較 例 及 び 実 施 例 に 係 る オ フ ロ
ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ を 用 い て 行 っ た 試 験 結 果 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 な お 、 比 較 例 ０ ～ 比 較 例 ３ 及 び 実 施 例 に 用 い ら れ た オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ の サ イ
ズ は 、 い ず れ も “ ２ ６ ５ ／ ７ ０ Ｒ １ ６ ” で あ る 。 す な わ ち 、 断 面 幅 （ タ イ ヤ 幅 ） が 約 ２ ６
５ ｍ ｍ で あ り 、 扁 平 率 （ タ イ ヤ 幅 に 対 す る タ イ ヤ 断 面 高 さ の 比 ） が 約 ７ ０ ％ で あ り 、 リ ム
径 が １ ６ イ ン チ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 表 １ は 、 比 較 例 ０ ～ 比 較 例 ３ 及 び 実 施 例 に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ の カ ー カ ス
層 、 Ｔ Ａ （ Ｔ ｒ ｅ ａ ｄ 　 Ａ ｎ ｇ ｌ ｅ ） 指 数 、 サ イ ド Ｇ ａ （ Ｇ ａ ｕ ｇ ｅ ） 及 び サ イ ド 補 強 の
関 係 な ど を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｔ Ａ 指 数 と は 、 タ イ ヤ と 地 面 と の 接 地 面 の 角 度 （ 車 両 外 側 の 角 度 ） を 指 数 化 し た も の で
あ る 。 ま た 、 Ｔ Ａ 指 数 は 、 後 述 す る 比 較 例 ０ に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ を “ １ ０
０ ” と し 、 “ １ ０ ０ ” よ り も 少 な い 場 合 に は 、 タ イ ヤ と 地 面 と の 接 地 面 の 角 度 が 小 さ い こ
と を 示 す 。 ま た 、 サ イ ド Ｇ ａ と は 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の ゴ ム の 厚 さ を 示 す も の で あ る 。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 表 １ に 示 す よ う に 、 比 較 例 ０ に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 後 述 す る 比 較 例 １
～ 比 較 例 ３ 及 び 実 施 例 に 係 る 空 気 入 り タ イ ヤ の 基 準 と な る タ イ ヤ で あ る 。 こ の 比 較 例 ０ に
係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 カ ー カ ス 層 が “ ２ Ｐ Ｈ Ｔ Ｕ ” で あ り 、 Ｔ Ａ 指 数 が “
１ ０ ０ ” で あ り 、 サ イ ド Ｇ ａ が “ ４ ｍ ｍ ” で あ り 、 サ イ ド 補 強 は な し で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 比 較 例 １ に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 車 両 を 前 方 方 向 か ら 見 た 際 に 、
タ イ ヤ と 地 面 と の 接 地 面 の 角 度 （ 車 両 外 側 の 角 度 ） を 従 来 よ り も 大 き く し て 、 タ イ ヤ が 岩
や 瓦 礫 を 回 避 す る Ｔ Ａ ア ッ プ の タ イ ヤ で あ る 。 こ の 比 較 例 １ に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り
タ イ ヤ は 、 カ ー カ ス 層 が “ ２ Ｐ Ｈ Ｔ Ｕ ” で あ り 、 Ｔ Ａ 指 数 が “ １ ０ ５ ” で あ り 、 サ イ ド Ｇ
ａ が “ ４ ｍ ｍ ” で あ り 、 サ イ ド 補 強 は な し で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 ２ Ｐ Ｈ Ｔ Ｕ と は 、 カ ー カ ス 層 の 枚 数 （ い わ ゆ る 、 プ ラ イ ） が ２ プ ラ イ （ Ｐ ） 、 か
つ 、 カ ー カ ス 層 の 折 り 返 し 部 が 長 い ハ イ タ ー ン ア ッ プ 構 造 （ Ｈ Ｔ Ｕ ） で あ る こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 比 較 例 ２ に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の ゴ ム を 厚 く
し て カ ー カ ス 層 の 破 断 を 防 ぐ サ イ ド Ｇ ａ ア ッ プ の タ イ ヤ で あ る 。 こ の 比 較 例 ２ に 係 る オ フ
ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 カ ー カ ス 層 が “ ２ Ｐ Ｈ Ｔ Ｕ ” で あ り 、 Ｔ Ａ 指 数 が “ １ ０ ０ ”
で あ り 、 サ イ ド Ｇ ａ が “ ４ ｍ ｍ ” で あ り 、 サ イ ド 補 強 は な し で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 比 較 例 ３ に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 所 定 箇 所 に
伸 縮 可 能 な ナ イ ロ ン 製 の 編 物 を 設 け て サ イ ド ウ ォ ー ル 部 の 強 度 を 向 上 さ せ る ナ イ ロ ン 製 の
編 物 付 き の タ イ ヤ で あ る 。 こ の 比 較 例 ３ に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 カ ー カ ス
層 が “ ２ Ｐ Ｈ Ｔ Ｕ ” で あ り 、 Ｔ Ａ 指 数 が “ １ ０ ０ ” で あ り 、 サ イ ド Ｇ ａ が “ ３ ｍ ｍ ” で あ
り 、 サ イ ド 補 強 は ナ イ ロ ン 製 の 編 物 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 実 施 例 に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 金 属 繊 維 （ ス チ ー ル ワ イ ヤ ー ） を
用 い た ３ 軸 織 物 ３ ０ Ａ に ゴ ム 成 分 を 含 浸 さ れ る こ と に よ っ て 構 成 さ れ た コ ー ド 補 強 層 ３ ０
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付 き の タ イ ヤ で あ る 。 こ の 実 施 例 に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ は 、 カ ー カ ス 層 が “
２ Ｐ Ｈ Ｔ Ｕ ” で あ り 、 Ｔ Ａ 指 数 が “ １ ０ ０ ” で あ り 、 サ イ ド Ｇ ａ が “ ３ ｍ ｍ ” で あ り 、 サ
イ ド 補 強 は コ ー ド 補 強 層 ３ ０ （ ３ 軸 織 物 ３ ０ Ａ ） で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 、 表 ２ は 、 比 較 例 １ ～ 比 較 例 ３ 及 び 実 施 例 の 耐 カ ッ ト 性 、 タ イ ヤ 質 量 、 騒 音 の 関 係
を 示 す も の で あ る 。
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 表 ２ に 示 す よ う に 、 上 述 の 比 較 例 ０ ～ 比 較 例 ３ 及 び 実 施 例 に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り
タ イ ヤ に つ い て 、 耐 カ ッ ト 性 試 験 、 タ イ ヤ 質 量 試 験 及 び 騒 音 試 験 が 、 以 下 の よ う に 行 わ れ
た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
＜ 耐 カ ッ ト 性 試 験 ＞
　 上 述 の 各 オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ を 、 標 準 リ ム （ ７ Ｊ Ｊ × １ ６ ） に 組 み 、 一 定 距 離
の 悪 路 走 行 を 実 施 し た と き の 、 比 較 例 ０ に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ の カ ッ ト 深 さ
及 び カ ッ ト 長 さ を 合 計 し た 指 数 を “ １ ０ ０ ” と し 、 比 較 例 １ 、 比 較 例 ２ 、 比 較 例 ３ 及 び 実
施 例 の 指 数 を 計 測 す る こ と に よ っ て 、 比 較 例 ０ ～ 比 較 例 ３ に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ
イ ヤ に 比 べ 、 実 施 例 に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 耐 カ ッ ト 性 が 向 上 し た こ と を 評
価 し た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
＜ タ イ ヤ 質 量 試 験 ＞
　 比 較 例 ０ に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 質 量 を “ １ ０ ０ ” と し 、 比 較 例 １ 、 比 較
例 ２ 、 比 較 例 ３ 及 び 実 施 例 の 指 数 を 計 測 す る こ と に よ っ て 、 比 較 例 １ 及 び 比 較 例 ２ に 係 る
オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ に 比 べ 、 実 施 例 に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 質 量 が
減 少 し た こ と を 評 価 し た 。 な お 、 指 数 が 小 さ い ほ ど 、 質 量 が 少 な い こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
＜ 騒 音 試 験 ＞
　 上 述 の 比 較 例 ０ に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 騒 音 を “ １ ０ ０ ” と し 、 比 較 例 １
、 比 較 例 ２ 、 比 較 例 ３ 及 び 実 施 例 の 指 数 を 計 測 （ Ｉ Ｓ Ｏ 車 外 騒 音 条 件 で の 騒 音 値 を 指 数 化
） す る こ と に よ っ て 、 比 較 例 １ に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ に 比 べ 、 実 施 例 に 係 る
オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 騒 音 が 減 少 し た こ と を 評 価 し た 。 な お 、 指 数 が 小 さ い ほ ど
、 騒 音 が 小 さ い こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
（ オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ の 作 用 ・ 効 果 ）
　 以 上 説 明 し た 本 実 施 形 態 に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ に よ れ ば 、 所 定 の 有 機
繊 維 、 所 定 の 無 機 繊 維 、 又 は 、 所 定 の 金 属 繊 維 を 用 い た ３ 軸 織 物 に ゴ ム 成 分 を 含 浸 さ れ る
こ と に よ っ て 構 成 さ れ た コ ー ド 補 強 層 ３ ０ を 、 サ イ ド ウ ォ ー ル 部 ２ ７ か ら ト レ ッ ド シ ョ ル
ダ ー 部 ２ ８ に か け て タ イ ヤ 周 方 向 に 配 置 す る た め 、 騒 音 や タ イ ヤ の 質 量 の 増 加 を 防 ぐ と と
も に 、 耐 カ ッ ト 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ に よ れ ば 、 タ イ ヤ 周 方 向 に 剛
性 分 布 が 配 向 す る た め 、 タ イ ヤ に 岩 や 瓦 礫 が 接 触 し た と き の 衝 撃 が 分 散 さ れ る た め 、 耐 カ
ッ ト 性 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 さ ら に 、 本 実 施 形 態 に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ に よ れ ば 、 所 定 の 有 機 繊 維
（ 芳 香 族 ポ リ ア ミ ド 繊 維 、 脂 肪 酸 ポ リ ア ミ ド 繊 維 、 ポ リ エ ス テ ル 繊 維 、 ポ リ パ ラ フ ェ ニ レ
ン ベ ン ゼ ン オ キ サ ゾ ー ル 繊 維 、 ポ リ ビ ニ ル ア ル コ ー ル 系 合 成 繊 維 又 は 炭 素 繊 維 ） 、 所 定 の
無 機 繊 維 （ ガ ラ ス 繊 維 ） 、 又 は 、 所 定 の 金 属 繊 維 （ ス チ ー ル ワ イ ヤ ー ） が ３ 軸 織 物 に 用 い
ら れ る こ と に よ っ て 、 よ り 効 果 的 に 耐 カ ッ ト 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ の 一 部 分 解 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ １ ０ に お け る コ ー ド 補 強 層
３ ０ の 拡 大 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 １ ０ … オ フ ロ ー ド 用 空 気 入 り タ イ ヤ 、 ２ １ … ト レ ッ ド 部 、 ２ ２ … カ ー カ ス 層 、 ２ ３ … ビ
ー ド 部 、 ２ ３ ａ … ビ ー ド コ ア 、 ２ ３ ｂ … ビ ー ド フ ィ ラ 、 ２ ４ … ベ ル ト 層 、 ２ ４ ａ … 第 １ ベ
ル ト 、 ２ ４ ｂ … 第 ２ ベ ル ト 、 ２ ５ … サ イ ド ト レ ッ ド 、 ２ ７ … サ イ ド ウ ォ ー ル 部 、 ２ ８ … ト
レ ッ ド シ ョ ル ダ ー 部 、 ３ ０ … コ ー ド 補 強 層 、 ３ ０ Ａ … ３ 軸 織 物
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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